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内容

交付金の概要

令和６年度の摂津市の状況と全国・大阪府との比較

得点率が低い項目の分析と今後の方向性

（資料１別紙）交付金に係る評価指標
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交付金の概要
保険者機能強化推進交付金

 市の様々な取組の達成状況を客観的な指標で評価し、高齢者の
自立支援、重度化防止等の取組を推進する交付金

介護保険保険者努力支援交付金

 介護予防・健康づくり等に資する取組を重点的に評価する交付金

両交付金については、介護予防にかかる新規事業の実施や地域支援
事業（介護予防等が位置付けられている事業）の第一号被保険者保
険料部分に充当が可能
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評価指標について
 保険者機能強化推進交付金

Ⅰ．持続可能なあるべき姿をかたちにする

・介護保険事業計画の進捗を分析しているか（体制・取組）

・今年度の評価得点 ・後期高齢者数と給付費の伸び率の比較（活動）

Ⅱ．公正・公平な給付を行う体制を構築する

・介護給付適正化事業を効果的に実施しているか（体制・取組）

・ケアプラン点検の実施割合（活動）

Ⅲ．介護人材の確保その他のサービス提供基盤の整備を推進する

・地域における介護人材の確保・定着のため、大阪府と連携しつつ、

必要な取組を実施しているか（体制・取組）

・介護人材の定着、資質向上を目的とした研修の修了者数（活動）
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評価指標について
 介護保険保険者努力支援交付金

Ⅰ．介護予防／日常生活支援を推進する

・介護予防等と保健事業を一体的に実施しているか（体制・取組）

・地域包括支援センター事業評価の達成状況（活動）

Ⅱ．認知症総合支援を推進する

・認知症初期集中支援チームが定期的に情報連携する体制を構築し、

必要な活動が行えているか。（体制・取組）

・高齢者人口当たりの認知症サポーター数（活動）

Ⅲ．在宅医療・在宅介護連携の体制を構築する

・在宅医療と介護の連携の強化・推進に向け、相談支援、研修会の

開催といった具体的な取組を行っているか（体制・取組）

・入退院支援の実施状況、人生の最終段階における支援の実施状況（活動）
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令和６年度の摂津市の状況と全国・大阪府との比較

6

※厚生労働省ホームページ「保険者機能強化推進交付金・介護保険保険者努力支援交付金の集計結果（市町村分）」
をもとに本市で作成。
※得点率のグラフについては次スライドに掲載。

区分 摂津市 大阪府 全国 配点

推進 （ⅰ）体制・取組指標群 64 50.4 46.35 64

推進 （ⅱ）活動指標群 21 12.7 9.83 36

推進 85 63.1 56.17 100

推進 （ⅰ）体制・取組指標群 66 49.4 42.36 68

推進 （ⅱ）活動指標群 24 11.6 17.46 32

推進 90 61 59.82 100

推進 （ⅰ）体制・取組指標群 52 43.1 33.83 64

推進 （ⅱ）活動指標群 12 7.81 7.21 36

推進 64 50.9 41.04 100

推進・努力 目標Ⅳ　高齢者がその状況に応じて可能な限り自立した日常生活を営む （ⅲ）成果指標群 30 41.9 48.61 100

努力 （ⅰ）体制・取組指標群 44 37.9 31.41 52

努力 （ⅱ）活動指標群 22 21 20.11 48

努力 66 58.8 51.52 100

努力 （ⅰ）体制・取組指標群 44 47.3 42.44 64

努力 （ⅱ）活動指標群 9 12.4 12.08 36

努力 53 59.7 54.52 100

努力 （ⅰ）体制・取組指標群 68 54.9 49.28 68

努力 （ⅱ）活動指標群 12 16.4 12.79 32

努力 80 71.2 62.07 100

目標Ⅲ　在宅医療・在宅介護連携の体制を構築する

目標Ⅱ　認知症総合支援を推進する

項目

目標Ⅰ持続可能な地域のあるべき姿をかたちにする

目標Ⅱ　公正・公平な給付を行う体制を構築する

目標Ⅲ　介護人材の確保その他のサービス提供基盤の整備を推進する

目標Ⅰ　介護予防/日常生活支援を推進する



令和6年度の摂津市の状況と全国・大阪府との比較
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※満点に対する得点率を摂津市でグラフ化



令和７年度の全体得点率 令和６年度の全体得点率× の散布図

府平均

府平均



得点率が低い項目の分析と今後の方向性
高齢者がその状況に応じて可能な限り自立した日常生活を営む

(目標Ⅳ：推進・努力共通)

＜目標Ⅳ の項目の見方・考え方＞

変化率については、値が小さければ小さいほど、平均要介護度が維持
（改善）できている状況を表す。

また、前年度の変化率との差については、値が小さければ小さいほど、
前年度の変化率から維持（改善）できている状況を表す。
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得点率が低い項目の分析と今後の方向性
高齢者がその状況に応じて可能な限り自立した日常生活を営む

(目標Ⅳ：推進・努力共通)

主な減点項目

・軽度【要介護１・２】の平均要介護度の変化率の状況

(2022年1月→2023年1月の変化率)

⇒ 0点 ／ 20点中

変化率 72.72％
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得点率が低い項目の分析と今後の方向性

高齢者がその状況に応じて可能な限り自立した日常生活を営む

(目標Ⅳ：推進・努力共通)

主な減点項目

・中重度【要介護３～５】の平均要介護度の変化率の差

(2022年1月→2023年1月の変化率と2021年1月→2022年1月の

変化率の差)

⇒ 0点 ／ 20点中

変化率の差：5.76％ ※要介護度の改善率が低い

R3～R4の変化率：ー3.16％

R4～R5の変化率：2.60％
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得点率が低い項目の分析と今後の方向性
高齢者がその状況に応じて可能な限り自立した日常生活を営む

(目標Ⅳ：推進・努力共通)

主な減点項目

・健康寿命延伸の実現状況 要介護２以上の認定率(2023年1月)

⇒ 0点 ／ 20点中

認定率 10.01％
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得点率が低い項目の分析と今後の方向性
高齢者がその状況に応じて可能な限り自立した日常生活を営む

(目標Ⅳ：推進・努力共通)

主な減点項目

・健康寿命延伸の実現状況 要介護２以上の認定率の変化率

(2022年1月と2023年1月の変化率)

⇒ 0点 ／ 20点中

変化率：3.56％
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得点率が低い項目の分析と今後の方向性（１）
高齢者がその状況に応じて可能な限り自立した日常生活を営む

(目標Ⅳ：推進・努力共通)

要介護状態の維持・改善の状況等

 国における自動集計項目で、要介護者の認定率や、その変化率の指標となっている

 本市の介護度毎の調整済み認定率は、下表のとおり
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令和元年度末 令和2年度末 令和3年度末 令和4年度末 令和5年度末

要支援１～要介護５ 15.2% 15.2% 14.5% 14.1% 14.5%

内
訳

要支援１～要支援２ 5.1% 5.1% 4.8% 4.5% 4.5%

要介護１～要介護２ 5.3% 5.3% 5.0% 4.9% 5.2%

要介護３～要介護５ 4.8% 4.8% 4.7% 4.7% 4.7%



得点率が低い項目の分析と今後の方向性（１）
高齢者がその状況に応じて可能な限り自立した日常生活を営む

(目標Ⅳ：推進・努力共通)

今後の方向性

 介護予防の取組により、
要支援者においては一定効果が出ている。
国の評価指標である要介護者においては改善までは行かないが、
重度化防止（維持）は一定できているものと考えている。

 実施中の取組において効果が出てきている段階と考えており、
現在の取組を継続していくことで、自立支援に取組みつつ、
要介護者の重度化防止につなげていく。

15



得点率が低い項目の分析と今後の方向性
認知症総合支援を推進する (目標Ⅱ：努力)

主な減点項目

●認知症サポーター等を活用した地域支援体制の構築及び

社会参加支援が行えているか。 ⇒ ５点 ／ 2５点中

＜求められる内容＞

・成年後見制度の利用支援事業の要綱等の整備

・チームオレンジの設置

・支援ニーズと担い手のマッチング

・認知症当事者が希望する活動に参画できるよう支援
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得点率が低い項目の分析と今後の方向性
認知症総合支援を推進する (目標Ⅱ：努力)

主な減点項目

●高齢者人口当たりの認知症サポーター数

⇒ 0点 ／ 12点中

高齢者人口10万人当たりサポーター数 約17,536人（R5.3.31）

全国 1,537位

●高齢者人口当たりの認知症サポーターステップアップ講座修了者数

⇒ 0点 ／ 12点中

ステップアップ講座未実施 0人（R5.3.31）
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得点率が低い項目の分析と今後の方向性
認知症総合支援を推進する (目標Ⅱ：努力)

今後の方向性

●大学生、こども向け認知症サポーター養成講座を実施し、

幅広い年齢層の認知症サポーターの養成（令和６年度より開始）

●認知症サポーターステップアップ講座の実施（令和６年度より開始）

●チームオレンジの設置に向けて、ステップアップ講座修了者への

アプローチを進める。
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ご清聴ありがとうございました。
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評価結果（前年度との比較）

令和６年度 令和５年度

保険者機能強化
推進交付金

得点 269点／ 400点 995点／ 1355点

得点率 67.3％ 73.4％

全国順位 222位／ 1741位 117位／ 1741位

府内順位 6位／ 43位 5位／ 43位

介護保険保険者努力
支援交付金

得点 229点／ 400点 480点／ 830点

得点率 57.3％ 57.8％

全国順位 747位／ 1741位 455位／ 1741位

府内順位 26位／ 43位 18位／ 43位

合計

得点 498点／ 800点 1475点／ 2185点

得点率 62.3％ 67.5％

全国順位 408位／ 1741位 197位／ 1741位

府内順位 15位／ 43位 7位／ 43位


